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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

（業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要）

当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制及び方
針」について取締役会において決議しております。
その内容は、以下のとおりであります。

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
代表取締役社長執行役員を委員長とする内部統制委員会の機関として倫理・コンプライ
アンス分科会を設置し、全社横断的なコンプライアンス体制の整備及び問題点の把握に努
める。当委員会が「企業倫理の基本理念」に基づき制定した「行動規範ガイドライン」
を、当社及びグループ各社の役員及び全従業員が法令及び定款ならびに社会規範を遵守し
た行動をとるための行動規範とする。また、その徹底を図るため、当社及びグループ各社
の役員及び全従業員に対して、教育等を定期的に実施する。業務監査室は倫理・コンプラ
イアンス分科会と連携の上、コンプライアンスの状況について監査を行う。これらの活動
結果は、定期的に取締役会及び監査役会に報告されるものとする。さらに、法令上疑義の
ある行為等について、従業員が直接情報提供を行う手段として当社及びグループ各社は
「社内通報制度・ヘルプライン」を設置・運営する。
なお、反社会的勢力に対しては、「行動規範ガイドライン」において、「社会の秩序や市
民の安全に脅威を与える反社会的な活動や勢力に対しては、毅然とした態度で臨み、一切
関わらない。」という基本方針を定め、実際に反社会的勢力から威圧、業務妨害、不当要
求等がなされた場合は、当社及びグループ各社の対応統括部門を各総務部門とし、内部統
制委員会の監督のもと、顧問弁護士、警察等とも緊密な連携を図り、会社組織として反社
会的勢力との関係を断固遮断する。また、平素より外部専門機関等から反社会的勢力に関
する情報の収集に努める。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項
文書管理規程に従い、職務執行に係る情報を文書又は電磁的媒体に記録し、保存する。
取締役及び監査役は文書管理規程により、これらの文書等を常時閲覧できるものとする。

― 1 ―

2022年12月20日 14時57分 $FOLDER; 2ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
コンプライアンス、環境、災害、品質、情報セキュリティ及び輸出管理等に係るリスク
については、当社及びグループ各社にて、規則・ガイドラインの制定、研修の実施、マニ
ュアルの作成・配布等を行うものとし、組織横断的リスク状況の監視及び全社的対応は内
部統制委員会の機関として設置された事業リスク分科会が行うものとする。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
以下の経営管理システムを用いて、取締役の職務執行の効率化を図る。
イ．職務権限及び意思決定ルールの遵守
ロ．社内取締役を主な構成員とする経営会議及び役員連絡会の設置・運営
ハ．中期経営計画に基づき、当社及びグループ各社別に目標及び予算を策定し、適時に
評価するためのＩＴを活用した月次・四半期業績管理の実施

ニ．経営会議及び取締役会による月次業績のレビューと改善策の実施
ホ．グループ全体の効率経営を促進し、企業集団としての健全な経営と相互の発展

を図るため、関係会社管理規程を制定する。

⑤ 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．子会社において経営上重要な事項を決定する場合は、当社の定める関係会社管理規
程等に基づき、当社へ事前協議等が行われる体制を構築する。また、業績について
は定期的に、業務上重要な事項が発生した場合は都度、当社に報告が行われる体制
を構築する。

ロ．当社及びグループ各社における内部統制の構築を目指し、当社に内部統制委員会を
設置すると共に、当社及びグループ各社間での内部統制に関する協議、情報の共有
化、指示・要請の伝達等が効率的に行われるシステムを含む体制を構築する。

ハ．当社取締役、各部門長及びグループ各社の社長は、当社及びグループ各社の業務執
行の適正を確保するための内部統制の確立と運用について権限と責任を有する。

ニ．当社業務監査室は、当社及びグループ各社の業務監査を実施し、その結果を内部統
制委員会ならびに当社及びグループ各社の業務執行責任者に報告し、内部統制委員
会は必要に応じて、内部統制の改善策の指示、実施の支援・助言を行う。
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⑥ 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性
に関する事項、当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
監査役は、監査業務を効率的に行うため、業務監査室に所属する人員を補助使用人とし
て、監査業務に必要な事項を命令することができるものとする。当該補助使用人の職務執
行については、監査役が取締役以下当該補助使用人の属する組織の上長等と業務執行の優
先順位を協議することにより、また、補助使用人の人事異動・人事考課等については、代
表取締役社長執行役員が事前に監査役と協議することによって、当該補助使用人の取締役
からの独立性を確保するものとする。

⑦ 当社及び子会社の取締役及び使用人等が監査役に報告するための体制その他の監査役へ
の報告に関する体制、報告をしたことを理由として不当な取扱いを受けないことを確保
するための体制
当社及びグループ各社の取締役及び使用人は、当社及び当社グループに重大な影響を及
ぼす事項、内部監査の実施状況、「社内通報制度・ヘルプライン」による通報状況及びそ
の内容、その他監査役が報告すべきものと定めた事項を適時・適切に報告する体制を整備
する。なお、当該報告を行ったことを理由として不利益な取扱いは一切行わない。また、
監査役が出席する会議については、会議招集通知・議事録回付等の措置が適切に行われ、
監査役が定期的に閲覧する資料については、関係資料の回付等の措置が適切に行われる体
制を構築する。

⑧ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役監査をより有用なものとするため、監査役と代表取締役及びその他の取締役との
間で適時に意見交換会を設定する。また、業務監査室の他、監査役の個別の指示に基づ
き、総務部門、経理部門、経営企画部門が監査役の監査実施を適宜補助する体制を構築す
るとともに、監査役は、必要に応じて会社の費用で、弁護士、会計士、税理士等の専門知
識を有する者から監査業務に関する助言を独自に受けられる体制を構築する。
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（業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要）

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ．当該方針に記載の項目については、既に基本的な制度や仕組みを整えており、
引き続き、適切な運用を行っております。

ロ．倫理・コンプライアンス管理規程に基づくヘルプライン窓口（内部通報窓口）
については、当社及びグループ各社でそれぞれ周知し、その活用が図られてお
り、倫理・コンプライアンス分科会及び取締役会において、定期的にその内容
が報告されております。

ハ．（１）業務監査室は、内部監査規程に基づき、監査役とも連携を図り、第114期に
おいて関係会社を含む内部監査を実施いたしました。
（２）上記（１）の活動結果は、業務監査室より、定期的に内部統制委員会を通し
て、取締役会に報告されております。また、監査役会には、定期的に活動状況の報
告がなされております。

二．当社及びグループ各社の役員及び全従業員が法令及び定款ならびに社会規範を遵守
した行動をとるための行動規範である「行動規範ガイドライン」を作成するととも
に、その徹底を図るため、教育等を定期的に実施しております。
第114期においては、ビジネスと人権・内部通報制度をテーマとして全社員向けコ
ンプライアンス研修を実施いたしました。
また、安全保障貿易管理研修を当社の輸出関連業務担当者を対象に実施するととも
に、子会社に対して研修を実施いたしました。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項
取締役会規程、情報システム運用規程、文書管理規程等に基づき、取締役会、経営会議
等の議事録・会議書類、個人情報及び機密情報等の適切な保存及び管理を行っておりま
す。
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③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．リスク管理規程に基づき、グループ全体を対象としたリスク管理体制を整えてお
り、定期的にリスクの洗い出し及び見直しを行い、その対策の立案と実施を行って
おります。

ロ．定期的に事業リスク分科会を開催し、イ．の活動に関するレビューを行うなどグル
ープ全体のリスク管理体制の強化に努めております。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ．当社グループは原則３か年毎に中期経営計画を策定しており、同計画の年度予算の
進捗を四半期毎に管理会計手法を用いてレビューし改善実施するサイクルにより、
業務の効率化を図っております。

ロ．グループ全体の効率経営を促進するため、関係会社管理規程を制定しております。
ハ．当社及びグループ各社の業績については、業務報告やＩＴの活用によってタイムリ
ーな把握に努めており、適時に評価する体制を整えております。

⑤ 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
関係会社管理規程に基づき、子会社において経営上重要な事項を決定する場合は、当社
への事前協議等が行われる体制としております。また、業績については定期的に、業務上
重要な事項が発生した場合には都度、当社に報告が行われる体制としております。

⑥ 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関
する事項、当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
補助使用人の取締役からの独立性を確保するため、当該補助使用人の人事異動・人事考
課等については、事前に代表取締役と監査役が協議しております。
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⑦ 当社及び子会社の取締役及び使用人等が監査役に報告するための体制その他の監査役へ
の報告に関する体制、報告をしたことを理由として不当な取扱いを受けないことを確保
するための体制
イ．監査役は、当社及びグループ各社の取締役及び使用人より、当社及びグループに重
大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、「社内通報制度・ヘルプライン」に
よる通報状況及びその内容、その他監査役が報告すべきものと定めた事項等につい
て、報告を受けております。

ロ．倫理・コンプライアンス管理規程において、内部通報を行った者に対して不利益を
課さないことを保証する旨規定しております。

ハ．取締役会、経営会議等の監査役が出席する会議については、会議招集通知や議事録
の回付等を適切に行っております。また、監査役が定期的に閲覧する資料について
も、関係資料の回付を適切に行っております。

⑧ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役会は、社外監査役３名を含む監査役４名で構成されております。監査役会は第
114期において10回開催し、監査に関する重要な事項について常勤監査役他より報告を
受け、協議・決議を行っております。
また、監査役は、監査役監査を有用なものとするため、代表取締役及びその他の取締役

と適時意見交換の場を設けております。
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連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
（1）連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の数及び連結子会社の名称
・連結子会社の数 10社
・連結子会社の名称 台湾小原光学股份有限公司（中華民國）

台湾小原光学材料股份有限公司（中華民國）
OHARA OPTICAL (M) SDN.BHD.（マレーシア）
株式会社オーピーシー
株式会社オハラ・クオーツ
足柄光学株式会社
Ohara Corporation（米国）
OHARA GmbH（ドイツ）
小原光学（香港）有限公司（香港）
小原光学（中山）有限公司（中華人民共和国）

② 非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

（2）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した関連会社の状況
・持分法適用の関連会社数 １社
・会社の名称 華光小原光学材料（襄陽）有限公司

（中華人民共和国）
② 持分法を適用しない非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

③ 持分法適用手続きに関する特記事項
持分法適用会社の決算期は連結決算期と異なりますが、連結計算書類の作成にあたっては、2022年９
月30日現在で、決算に準じた仮決算を行った計算書類を使用しております。
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（3）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．その他有価証券
・市場価格のない株式等以外の
もの

連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資
産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
なお、一部の在外連結子会社は国際財務報告基準第９号「金融商
品」を適用しており、公正価値で評価しております。

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
ロ．デリバティブ
時価法

ハ．棚卸資産
当社及び国内連結子会社は主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法により算定）を、在外連結子会社は主として総平均法による低価法を採用しておりま
す。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産
（リース資産及び
使用権資産を除く）

当社及び国内連結子会社については法人税法に規定する耐用年数に
基づく定率法によっております。但し、建物（建物附属設備を除
く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物
については定額法によっております。また、在外連結子会社につい
ては主として定額法によっております。

ロ．無形固定資産
（リース資産を除く）

自社利用のソフトウエアについては、見込利用可能期間（５年以
内）に基づく定額法によっております。

ハ．リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証がある場合は、残価保証額）とする定額法を
採用しております。

二．使用権資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 主として金銭債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 執行役員及び従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当
連結会計年度に負担すべき額を計上しております。

ハ．役員賞与引当金 当社及び一部の連結子会社の役員賞与の支払いに充てるため、支給
見込額のうち当連結会計年度に負担すべき額を計上しております。

ニ．役員株式給付引当金 当社は、役員株式給付規程に基づく役員への当社株式の給付に備え
るため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき
計上しております。

④ 退職給付に係る会計処理の方法
イ．退職給付見込額の期間帰属方法 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末

までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によって
おります。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤務
費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤
務期間以内の一定の年数（主として10年)による定額法により費用
処理しております。
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従
業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として10年)による
定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用
処理しております。

ハ．小規模企業等における簡便法の
採用

一部の国内連結子会社においては、退職給付に係る負債及び退職給
付費用の計算に、退職一時金制度については、退職給付に係る期末
自己都合要支給額を退職給付債務とし、企業年金制度については、
直近の年金財政計算の数理債務をもって退職給付債務とする方法を
用いた簡便法を適用しております。
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⑤ 重要な収益及び費用の計上基準
当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履
行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。
当社グループでは、主に光事業及びエレクトロニクス事業機器向けガラス素材の製造・販売を行っており
ます。当該事業の顧客との販売契約において、受注した製品を引き渡す義務を負っており、これらの履行義
務を充足する時点は、通常製品の引渡時であります。ただし、国内取引では製品の出荷時から支配が顧客に
移転される時までの期間が通常の期間であるため、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項の出荷
基準等の取扱いを適用し、出荷時に収益を認識しております。

⑥ 重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理を採用しております。また、特例処理の要件を満た

す金利スワップについては、時価評価せず借入金の支払利息に加減
する処理によっております。

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 予定取引により発生が見込まれる外貨建取引について為替予約、借
入金の利息について金利スワップをそれぞれヘッジ手段として利用
しております。

ハ．ヘッジ方針 将来の為替及び金利の市場変動リスクをヘッジする方針であり、投
機的な取引及び短期的な売買損益を得る目的でのデリバティブ取引
は行っておりません。

ニ．ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ手段とヘッジ対象の変動率が同一であることから、ヘッジ開
始時及びその後も継続して双方の相場変動が相殺されるため、ヘッ
ジの有効性の評価を省略しております。
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⑦ その他連結計算書類作成のための重要な事項
関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続
株式給付信託（ＢＢＴ）
当社は、2016年１月28日開催の第107期定時株主総会決議に基づき、2016年３月18日より、取
締役、専務執行役員及び常務執行役員（いずれも取締役である者を除く）、並びに上級執行役員を退
任した者のうち役員株式給付規程に定める受益者要件を満たすもの（以下、「対象役員」という。）に
対する新たな業績連動型株式報酬制度として「株式給付信託（ＢＢＴ）」（以下、「本制度」という。）
を導入しております。
(１) 取引の概要
本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の対象役員に
対し、当社株式を給付する仕組みです。
当社は、対象役員に対し当該連結会計年度における報酬月額、業績達成度等に応じてポイントを付
与し、役員退任時に確定したポイントに応じた当社株式を給付します。対象役員に対し給付する株式
については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものと
します。
当該取引については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱
い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。
(２) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随する費用の金額を除く。）により、純資
産の部に自己株式として計上しております。当連結会計年度末における当該自己株式の帳簿価額及び
株式数は、128,011千円及び108,000株であります。
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２．会計方針の変更に関する注記
(収益認識に関する会計基準等の適用)
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい
う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当
該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号2021年３月26日）第98
項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の
支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従
っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会
計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結果、当
連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」
という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基
準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計
基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結計算書
類への影響はありません。

３．表示方法の変更に関する注記
(連結損益計算書)
前連結会計年度において、営業外収益に独立掲記しておりました「保険金収入」(前連結会計年度31,779
千円）は、金額的重要性が減少したため、当連結会計年度より営業外収益の「その他」に含めて表示してお
ります。
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４．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより、翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、
次のとおりであります。
・固定資産の減損について
（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

有形固定資産 16,568,153千円
無形固定資産 351,221千円
減損損失 －千円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 算出方法及び主要な仮定
(当社及び国内連結子会社）
資産グループに減損の兆候が存在する場合には、当該資産グループにおいて減損の認識の判定及び
測定を実施しております。
減損損失の認識の判定及び使用価値の算出において用いられる将来キャッシュ・フローは、翌連結
会計年度以降の事業計画の前提となった数値に基づき、経営環境等の外部要因に関連する情報や当社
企業グループが用いている内部の情報と整合するように調整し、それまでの実績に基づく趨勢を踏ま
えた合理的な一定の仮定をおいて算定しております。また割引率についても一定の仮定に基づき設定
しております。さらに売却見込額等の一定の仮定に基づいたものを正味売却価額としております。こ
れらは将来市場や経済情勢の予測により影響を受け、重要な不確実性を伴っています。
減損の兆候が存在すると判断した資産グループは、当社光事業及びエレクトロニクス事業に係る工
場設備（汎用ガラス熔解設備）、ならびにエレクトロニクス事業に係る特殊ガラス専用熔解設備であ
ります。
当社光事業及びエレクトロニクス事業に係る工場設備（汎用ガラス熔解設備）については、固定資

産の正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失を計上しておりません。エレクトロニクス
事業に係る特殊ガラス専用熔解設備についても、固定資産の正味売却価額が帳簿価額を上回っている
ため減損損失を計上しておりません。
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（海外連結子会社）
資産グループに減損の兆候が存在する場合には、当該資産グループにおいて減損テストを実施して
おります。
使用価値の算定において用いられる将来キャッシュ・フローは、翌連結会計年度以降の事業計画の
前提となった数値に基づき、経営環境等の外部要因に関連する情報や当社企業グループが用いている
内部の情報と整合するように調整し、それまでの実績に基づく趨勢を踏まえた合理的な一定の仮定を
おいて算定しております。また割引率についても一定の仮定に基づき設定しております。さらに売却
見込額等の一定の仮定に基づいたものを処分コスト控除後の価額を公正価値としております。これら
は、将来市場や経済情勢の予測により影響を受け重要な不確実性を伴っています。
減損の兆候が存在すると判断した資産グループは、台湾小原光学材料股份有限公司であります。
当連結会計年度末において処分コスト控除後の公正価値が、当該資産グループの帳簿価額を上回っ
ているため減損損失を計上しておりません。

② 翌期以降の連結計算書類に与える影響
将来の経営環境の変化などにより、将来キャッシュ・フローの見積額と実績に乖離が生じた場合、
また市況の変化などにより、将来の処分価額が変動した場合には、翌連結会計年度以降の減損損失の
判定において重要な影響を与える可能性があります。

５．追加情報
（新型コロナウイルス感染拡大に伴う会計上の見積りについて）
新型コロナウイルス感染症の拡大が当社グループの業績に与える影響は限定的であると見込んでおります
が、感染状況や経済活動が当該仮定から乖離する場合は、当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及
ぼす可能性があります。
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６．連結貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産

建物及び構築物 230,101千円
土地 164,325千円

計 394,427千円
上記に対応する債務
短期借入金 11,070千円
長期借入金 96,862千円

計 107,932千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 29,718,774千円

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記

（1）発行済株式の総数に関する事項
株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数
普 通 株 式 25,450千株 －千株 －千株 25,450千株

（2）自己株式の数に関する事項
株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数
普 通 株 式 1,098,578株 32,029株 32,000株 1,098,607株
(注) １．普通株式の自己株式の当連結会計年度末の株式数には、「株式給付信託（BBT）」制度の導入に伴い、

株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式108,000株が含まれています。
２．普通株式の自己株式の増加32,029株は、株式給付信託（BBT）の取得による増加32,000株及び単元
未満株式の買取りによる増加29株であります。

３．普通株式の自己株式の減少32,000株は、株式給付信託（BBT）への第三者割当による自己株式の処分
による減少分であります。
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（3）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等
2022年１月27日開催の第113期定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 366,411千円
・１株当たり配当額 15円
・基準日 2021年10月31日
・効力発生日 2022年１月28日
（注）2022年１月27日の定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金1,140千円が含まれております。
② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
2023年１月26日開催予定の第114期定時株主総会決議において次のとおり付議いたします。
・配当金の総額 489,187千円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当額 20円
・基準日 2022年10月31日
・効力発生日 2023年１月27日
（注）2023年１月26日の定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金2,160千円が含まれております。
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８．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針
当社グループは、運転資金、設備投資については、まず営業キャッシュ・フローで獲得した資金を投入
し、不足分については主に銀行借入にて必要な資金を調達しております。一時的な余剰資金は安全性の高
い金融商品で運用し、元本返還が確実であると判断した金融資産に限定しております。また、デリバティ
ブ取引は、原則として実需に伴う取引に限定しており、投機的な取引は行わない方針であります。
② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク並びにリスク管理体制
現金及び預金は、主に銀行の預貯金又は安全性の高い金融商品に限定しております。
有価証券は、一時的な余剰資金の運用として、流動性の確保と元本の安全性を重視しております。
営業債権である受取手形及び売掛金並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクにさらされており、取引
先ごとに与信管理を徹底し、取引先別の期日管理及び残高を定期的に管理することで、財務状況悪化等に
よる回収懸念の早期発見や軽減を図っております。また、外貨建の営業債権は、為替の変動リスクにさら
されており、為替予約取引などを利用することでヘッジしております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、信用リスクや市場価格の変動リスクに
さらされております。当該リスク管理のため、市場価格や発行会社の財務状況のモニタリングを継続的に
行っております。
営業債務である支払手形及び買掛金並びに電子記録債務は、そのほとんどが１年以内の支払期日であり
ます。また、外貨建の債務は、為替の変動リスクにさらされており、為替予約取引などを利用することで
ヘッジしております。
借入金及びリース債務のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金（原則と
して５年以内）及びリース債務は主に設備投資に係る資金調達であります。このうち長期借入金について
は、支払金利の変動リスクを回避し支払利息の固定化を図るために、固定金利を適用するか、個別契約ご
とにデリバティブ取引（金利スワップ取引）を利用してヘッジしております。ヘッジの有効性の評価方法
については、金利スワップの特例処理の要件を満たしているため、その判定をもって有効性の評価を省略
しております。
デリバティブ取引は、外貨建の債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした為替予約
取引、借入金はヘッジを目的とした金利スワップ取引であります。また、デリバティブ取引の執行・管理
にあたっては、信用リスクを軽減するため、格付けの高い金融機関とのみ取引を行っております。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
2022年10月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。

連結貸借対照表
計上額（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

投 資 有 価 証 券 4,371,478 4,371,478 －
長 期 借 入 金 （※３） 2,159,382 2,163,298 3,915
リ ー ス 債 務 （※４） 1,224,158 1,215,762 △8,396

※１ 「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形及び買掛金」、「電子記録債務」、
「短期借入金」、「未払法人税等」並びに「未払金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額
に近似するものであることから記載を省略しております。

※２ 市場価格がない株式等（連結貸借対照表計上額2,171,579千円）は「投資有価証券」に含めておりませ
ん。

※３ 長期借入金は、１年以内返済予定の長期借入金を含んでおります。
※４ リース債務は、１年以内支払予定のリース債務を含んでおります。
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（3）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の

算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ
ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 3,065,667 117,588 － 3,183,256
債券 － 897,059 － 897,059
出資金 － 291,162 － 291,162

②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金 － 2,163,298 － 2,163,298
リース債務 － 1,215,762 － 1,215,762

(注) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
株式のうち上場株式は、相場価格を用いて評価しており、レベル１の時価に分類しております。一部
の在外連結子会社が保有する非上場株式及び出資金については、国際財務報告基準第９号「金融商品」
を適用しており、公正価値で評価し、レベル２の時価に分類しております。債券は、取引金融機関から
提示された価格に基づき算定しており、レベル２の時価に分類しております。
長期借入金、リース債務
長期借入金及びリース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定
される利率で割り引いて算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。なお、変動
金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており、当該金利スワップと一体として
処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用されると合理的に見積られる利率で割り
引いて算定する方法によっております。
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９．収益認識に関する注記
（1） 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

光事業（千円） エレクトロニクス
事業（千円） 合計（千円）

顧客との契約から生じる収益 16,900,232 11,404,380 28,304,613

その他収益 － － －

外部顧客に対する売上高 16,900,232 11,404,380 28,304,613

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記（3）会計方針に関す
る事項 ⑤重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約資産及び契約負債の残高等
契約負債は、主に顧客との契約に基づく支払条件により顧客から受け取った前受金であり、連結貸借対
照表上、契約負債として表示しております。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた金額は7,607千円
であります。

② 残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法
を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。
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１０．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,848円95銭
（2）１株当たり当期純利益 86円90銭

１１．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

１２．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）資産の評価基準及び評価方法
① 子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
② その他有価証券
・市場価格のない株式等以外の
もの

事業年度の末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産
直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
③ デリバティブ
時価法

④ 棚卸資産
・製品・原材料・仕掛品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）
・貯蔵品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産
（リース資産を除く）

法人税法に規定する耐用年数に基づく定率法によっております。但
し、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得し
た建物附属設備及び構築物については定額法によっております。

② 無形固定資産
（リース資産を除く）

自社利用のソフトウエアについては、見込利用可能期間（５年以内）
に基づく定額法によっております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証がある場合には、残価保証額）とする定額法
を採用しております。
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（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 執行役員及び従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当事
業年度に負担すべき額を計上しております。

③ 役員賞与引当金 役員賞与の支払いに充てるため、支給見込額のうち当事業年度に負担
すべき額を計上しております。

④ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度の末日における退職給付
債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年度末において発生して
いると認められる額を計上しております。
イ. 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によって
おります。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存
勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理
しております。
数理計算上の差異については、従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により、それぞれ発生の翌事業
年度から費用処理することとしております。

⑤ 役員株式給付引当金 役員株式給付規程に基づく役員への当社株式の給付に備えるため、当
事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しておりま
す。
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（4）収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を
充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。
当社では、主に光及びエレクトロニクス事業機器向けガラス素材の製造・販売を行っております。当該事
業の顧客との販売契約において、受注した製品を引き渡す義務を負っており、これらの履行義務を充足する
時点は、通常製品の引渡時であります。ただし、国内取引では製品の出荷時から支配が顧客に移転される時
までの期間は数日間程度であるため、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項の出荷基準等の取扱
いを適用し、出荷時に収益を認識しております。
また、買い戻す義務を負っていない有償支給取引について、収益認識適用指針第104項及び第179項よ
り、支給品の消滅を認識したうえで支給品の譲渡に係る収益を認識せず、「有償支給取引に係る負債」とし
て負債を認識しております。

（5）重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。

また、特例処理の要件を満たす金利スワップについては、時価評価せ
ず借入金の支払利息に加減する処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象 予定取引により発生が見込まれる外貨建取引について為替予約、借入
金の利息について金利スワップをそれぞれヘッジ手段として利用して
おります。

③ ヘッジ方針 将来の為替及び金利の市場変動リスクをヘッジする方針であり、投機
的な取引及び短期的な売買損益を得る目的でのデリバティブ取引は行
っておりません。

④ ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ手段とヘッジ対象の変動率が同一であることから、ヘッジ開始
時及びその後も継続して双方の相場変動が相殺されるため、ヘッジの
有効性の評価を省略しております。
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（6）その他計算書類作成のための基本となる事項
① 退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会

計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異
なっております。

② 関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続
株式給付信託（ＢＢＴ）
当社は、2016年１月28日開催の第107期定時株主総会決議に基づき、2016年３月18日より、取
締役、専務執行役員及び常務執行役員（いずれも取締役である者を除く）、並びに上級執行役員を退
任した者のうち役員株式給付規程に定める受益者要件を満たすもの（以下、「対象役員」という。）に
対する新たな業績連動型株式報酬制度として「株式給付信託（ＢＢＴ）」（以下、「本制度」という。）
を導入しております。
(１) 取引の概要
本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の対象役員に
対し、当社株式を給付する仕組みです。
当社は、対象役員に対し当該連結会計年度における報酬月額、業績達成度等に応じてポイントを付
与し、役員退任時に確定したポイントに応じた当社株式を給付します。対象役員に対し給付する株式
については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものと
します。
当該取引については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱
い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。
(２) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随する費用の金額を除く。）により、純資
産の部に自己株式として計上しております。当事業年度末における当該自己株式の帳簿価額及び株式
数は、128,011千円及び108,000株であります。
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２．会計方針の変更に関する注記
(収益認識に関する会計基準等の適用)
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と
いう。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該
財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第
98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品
の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
また、買い戻す義務を負っていない有償支給取引について、収益認識適用指針第104項及び第179項よ
り、支給品の消滅を認識したうえで支給品の譲渡に係る収益を認識せず、「有償支給取引に係る負債」とし
て負債を認識しております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従
っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の
期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて当事業年度の「売上高」は1,059,637千円、「売
上原価」は758,774千円減少したため、「営業損失」が300,862千円増加、「経常利益」、「税引前当期純利
益」がそれぞれ300,862千円減少しております。また、当事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映さ
れたことにより、株主資本等変動計算書の「繰越利益剰余金」の期首残高は169,005千円減少しておりま
す。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」
という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」
（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準
等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、計算書類への影
響はありません。
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３．表示方法の変更に関する注記
(損益計算書)
前事業年度において、営業外収益に独立掲記しておりました「固定資産売却益」(前事業年度336千円）、

「助成金収入」(前事業年度72,555千円）は、金額的重要性が減少したため、当事業年度より営業外収益の
「その他」に含めて表示しております。

４．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより、翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとお
りであります。
・固定資産の減損について

(1)当事業年度の計算書類に計上した金額
有形固定資産 11,005,498千円
無形固定資産 305,360千円
減損損失 －千円

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 算出方法及び主要な仮定
資産グループに減損の兆候が存在する場合には、当該資産グループにおいて減損の認識の判定及び測定
を実施しております。
減損損失の認識の判定及び使用価値の算出において用いられる将来キャッシュ・フローは、翌事業年度
以降の事業計画の前提となった数値に基づき、経営環境等の外部要因に関連する情報や当社企業グループ
が用いている内部の情報と整合するように調整し、それまでの実績に基づく趨勢を踏まえた合理的な一定
の仮定をおいて算定しております。また割引率についても一定の仮定に基づき設定しております。さらに
売却見込額等の一定の仮定に基づいたものを正味売却価額としております。これらは将来市場や経済情勢
の予測により影響を受け、重要な不確実性を伴っています。
減損の兆候が存在すると判断した資産グループは、当社光事業及びエレクトロニクス事業に係る工場設
備（汎用ガラス熔解設備）、ならびにエレクトロニクス事業に係る特殊ガラス専用熔解設備であります。
当社光事業及びエレクトロニクス事業に係る工場設備（汎用ガラス熔解設備）については、固定資産の
正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失を計上しておりません。エレクトロニクス事業に係
る特殊ガラス専用熔解設備についても、固定資産の正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失
を計上しておりません。
② 翌期以降の計算書類に与える影響
将来の経営環境の変化などにより、将来キャッシュ・フローの見積額と実績に乖離が生じた場合、また
市況の変化などにより、将来の処分価額が変動した場合には、翌事業年度以降の減損損失の判定において
重要な影響を与える可能性があります。
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５．追加情報
（新型コロナウイルス感染拡大に伴う会計上の見積りについて）
連結注記表（追加情報）に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

６．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 13,538,646千円

（2）偶発債務
関係会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。
・株式会社オーピーシー 30,000千円

（3）関係会社に対する区分記載したもの以外の金銭債権、債務は次のとおりであります。
① 短期金銭債権 2,427,412千円
② 短期金銭債務 971,096千円

７．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
① 売上高 8,141,329千円
② 仕入高 3,915,046千円
③ 営業取引以外の取引高 1,254,017千円

８．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項
株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数
普 通 株 式 1,098,578株 32,029株 32,000株 1,098,607株
(注) １．普通株式の自己株式の当事業年度末の株式数には、「株式給付信託（BBT）」制度の導入に伴い、株式

会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式108,000株が含まれています。
２．普通株式の自己株式の増加32,029株は、株式給付信託（BBT）の取得による増加32,000株及び単元
未満株式の買取りによる増加29株であります。

３．普通株式の自己株式の減少32,000株は、株式給付信託（BBT）への第三者割当による自己株式の処分
による減少分であります。
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９．税効果会計に関する注記
（1）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
退職給付引当金 306,457千円
賞与引当金 143,792
減損損失 437,663
棚卸資産評価損 474,360
投資有価証券評価損 34,832
関係会社株式評価損 589,110
貸倒引当金 573,962
繰越欠損金 2,264,308
その他 326,801
繰延税金資産小計 5,151,289
評価性引当額 △4,864,576
繰延税金資産合計 286,712
繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 16,325
その他有価証券評価差額金 831,384
繰延税金負債合計 847,709
繰延税金負債の純額 560,996

（2）法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別内訳
法定実効税率 30.6 ％
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.7
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △66.6
評価性引当額の増減 48.6
外国源泉税 5.4
住民税均等割 1.3
その他 4.4
税効果会計適用後の法人税等の負担率 24.4
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１０．関連当事者との取引に関する注記
（1）法人主要株主等

種 類 会社等の名称
資 本 金
又 は
出 資 金

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関 係 内 容
取 引 の
内 容

取引金額
(百万円) 科 目 期末残高

(百万円)役 員 の
兼 任 等

事 業 上
の 関 係

そ の 他 の
関 係 会 社 キ ヤ ノ ン ㈱ 百万円

174,762
被所有

19.3 － 当社の製品
の 販 売

販 売
(注)1 4,006

電子記録債権 1,107

売 掛 金 420

（2）子会社及び関連会社

種 類 会社等の名称
資 本 金
又 は
出 資 金

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関 係 内 容
取 引 の
内 容

取引金額
(百万円) 科 目 期末残高

(百万円)役 員 の
兼 任 等

事 業 上
の 関 係

子 会 社 足 柄 光 学 ㈱ 百万円
36
所有

100.0 － 資金の貸付及び
費用等の立替

資 金 の
回 収
(注)2,3

－ 関係会社
長期貸付金 136

費用等の
立 替 1 関係会社長期立替金 1,764

子 会 社 ㈱ オ ハ ラ ・
ク オ ー ツ

百万円
310

所有
78.9 兼任１名

当社子会社
の製品の製造

資 金 の
回 収
(注)3

100 関係会社長期貸付金 2,400

子 会 社 OHARA OPTICAL
(M)SDN.BHD.

千マレーシアリンギット
7,800

所有
100.0 兼任１名

当社の製品
の 販 売

受 取
配 当 金 136 － －

子 会 社 小原光学(香港)
有 限 公 司

千香港ドル
7,000

所有
100.0 兼任１名

当社の製品
の 販 売

販 売
(注)1 1,178 売 掛 金 141
受 取
配 当 金 366 － －

子 会 社 Ohara
Corporation

千米ドル
300

所有
100.0 兼任１名

当社の製品
の 販 売

受 取
配 当 金 211 － －

子 会 社 台湾小原光学
股份有限公司

千新台湾ドル
40,000

所有
100.0 兼任１名

当社の製品
の 販 売

受 取
配 当 金 164 － －
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（注） 取引条件及び取引条件の決定方針等
１．関係会社との仕入・販売価格については、市場価格、総原価を勘案して価格交渉の上、決定しており
ます。

２．関係会社長期貸付金及び関係会社長期立替金については、1,876百万円の貸倒引当金を設定しており
ます。また、当事業年度において10百万円の貸倒引当金繰入額を計上しております。

３．資金の貸付及び借入については、市場金利を勘案して利率を決定しております。

１１．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針に係る事項に関
する注記（4）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

１２．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,056円28銭
（2）１株当たり当期純利益 14円93銭

１３．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

１４．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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